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7

イ
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カ
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ト
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四
焼

玉
大
)

五

フ

4
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カ

ン
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( 
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米

田

庄

大

頁E

四

「
形
式
祉
舎
撃
の
考
察
」

此
の
論
文
は
3
き
に
遁
べ
し
如
く
、
先
づ
ア
イ
ア
カ

y
ト
氏
が
白
か
ら
自
分
の
枇
舎
皐
論
の
洲
源
を
筒
軍
に
説

逃
し
た
る
も
の

E
L
て
、
又
次
に
は
同
氏
の
大
成
せ
る
枇
舎
皐
慢
系
の
綱
要
を
、
同
氏
自
か
ら
始
め
て
約
越
し
た

る
も
の
ご
し
て
、
同
氏
の
吐
曾
準
を
研
究
す
る
矯
め
に
は
甚
花
重
要
な
る
資
料
ご
な
る
も
の
で
あ
る
。

的
方 (1 ) 
針ト
<:: v 
~レ

匝チ
別及
すぴ
る;民
。 の
形他
式の
的人
方々
針の

%円
式ぷ
枇千
曾』

て
率
或-
~l ~主

純皐
正 B

塾長
墨付
或£

竺五
般型
最上 11 
舎 J
E吾 E

躍の
+奥

岳草
の的
考百
案科
は金
、 書

始
め
て
ジ
ム
メ
戸
に
よ
り

τ、
V

ユ
毛
-
一
フ

1
年
報
に
於
け
る
若
名
な
一
論
文
に
於

τ、
左
の
如
き
意
味
に
展
開
Z

れ
た
。
郎
も
吐
合
準
は
歴
史
的
生
活
の
t

一
切
の
縫
動
す
る
内
容
の
中
に
あ
hJ
て
、
常
に
形
式
的
恒
定
性
を
表
示
す

る
彪
の
、
人
間
幽
鵠
内
に
於
り
る
諸
関
係

(
図
。
N
M
m
r
c口
町
内
H
M
C出
血

d

〈

21『
山
-
H
ロ
Zωη
ロ
)

を
取
扱
ふ
可
き
も
の
で
あ
る

t
云
ム
事
で
め
る
。
而

L
て
純
論
理
的
に
は
、
此
の
↓
枇
曾
皐
問
題
の
星
出
に
劃
し

τ、
殆
ん
H

ど
異
議
が
加
へ
得
ら

れ
な
い
。
只
疑
問
の
超
b
得
る
は
左
の
結
に
於
て
い
V

あ
る
。
却
も
此
の
如
〈
に
規
定
さ
れ
た
る
撃
は
、
果
し

τ現



資
に
一
の
同
学
ご
し
て
生
存
し
得
る
だ
け
充
分
な
内
容
を
有
す
る
が
ご
一
去
ふ
事
で
あ
る
。
ジ
ム
メ
戸
は
其
の
副
題
名

に
於

τ、
「
札
曾
化
の
諸
形
式
に
閲
す
る
研
究
」
ご
し
て
表
示
さ
れ
た
る
彼

ω鬼
大
な
る
「
枇
合
的
学
」
に
於
て
、
此

の
疑
問
に
答
へ
ん
て
努
力
し
力
。
ジ
ム
メ
ル
は
事
質
上
同
書
に
よ
り
て
、
韓
民
質
的
仁
枇
品
目
間
四
千
を
よ
り
多
〈
利
盆

L

た
か
、
又
は
損
傷
L
た
か
は
、
疑
は
れ
待
ゐ
で
あ
ら
う
。
余
輩
-U
問
書
仁
於
て
三
つ
の
構
成
要
素
を
匝
別
し
得

る
。
即
ち
甚
だ
債
値
の
大
な
る
中
核
吉
、
之
を
包
む
慮
の
蓬
か
に
内
容

ω少
な
き
、

し
か
も
夫
れ
H
h

け
叉
範
囲
の

庚
レ
論
究
の
一
二
部
数
ご
を
磁
別
1
得
る
o

主
(
の
中
核
的
部
分
は
隔
世
内
仁
於
け
る
一
定
の
最
後
の
閥
係
、
例
へ
ば

闘
守
、
服
従
或
は
劣
位
、
距
離
等
の
如
、
き
も
の
を
、
本
質
的
に
一
の
現
象
皐
的
方
法
或
は
之
れ
に
接
近
す
る
・
刀
法

に
於
て
論
究
し

τ明
品
。
一
巾

L
て
此
の
中
核
は
一
方
に
於

τは
、
基
本
的
思
想
の
制
捜
積

ω
一
列
、
及
び
他
の
事
問

領
域
の
事
質
或
は
事
態
の
あ
ら
ゆ
る
分
析
並
に
之
れ
正
の
あ
ら
ゆ
る
謝
比
(
或
意
味
で
は
遊
戯
的
性
質
を
有
す
る

も
の
)
を
以

τ、
又
他
方
に
於

τは
歴
史
的
及
び
民
族
接
的
或
は
土
俗
撃
的
貿
例
的
多
数
(
根
本
的
思
想
の
解
説

の
斜
め
に
は
、
少
数
り
質
例
に
限
っ
た
方
が
透
か
に
有
盆
で
あ
っ
た
さ
思
は
れ
る
の
で
、
あ
ま
り
に
多
数
の
質
例

を
積
み
累
ね
た
こ
ご
が
、
却
て
問
書
の
中
筏
及
び
特
有
の
意
味
を
否
漠
た
ら
し
め
、
又
同
書
を
無
盆
に
施
大
な
る

も
の
さ
な
ら
し
め
た
)
を
以
て
包
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
同
方
針

ω異
の
創
設
者
芭
[
て
、
五
口
人
は
此
虞
に
恐

〈
は
ジ
ム
メ

w
z同
等
に
4
7
1
ン
ニ
ス
を
挙
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
ご
思
ふ
。
但
L
夫
れ
は
7
1
Y
ニ
ス
自
身
の
枇

合
都
考
案
に
閲
す
る
言
遁
(
明
ら
か
に
他
的
方
針
を
指
示
す
る
も
の
)
を
看
過
し
、

ロ
ハ
彼
の
天
才
的
青
年
作
。
?

論

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト
町
世
曹
皐
諭

第
十
九
巷

(
第
四
貌

豆
七
』

E 



諭

叢

フ
イ
プ
力
シ
ト
白
枇
合
事
諭

第
十
九
日
各

(
第
四
腕

豆Z
J、

五

回

目
氏
自
の
一
戸
再
自
己
の
由
。
=
R
E岸
の
み
を
考
へ
る
場
合
に
の
み
一
五
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

4
7
1
ン
-
一
ス
は
右
の
有

名
な
る
著
作
に
於
て
、
人
間
生
活
の
二
つ
の
基
本
形
式
を
深

f
詳
し
(
分
析
し
て
居
る
の
で
、
賞
に
其
場
令
に
彼

は
、
主
背
後
後
述
せ
る
現
象
叩
瓜
干
の
意
味
に
於
て
、
経
験
か
ら
概
括
或
は
普
遍
化
さ
れ
る
よ
れ
り
は
、

よ
り
多
〈
内
部
的

岨
阻
験
か
ら
汲
み
出
さ
れ
ミ
組
織
的
論
究
七
、
歴
史
的
考
察
ご
結
び
附
け
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
併
し
不
辛
に
し
て
、

恐
〈
は
形
式
枇
曾
且
干
の
品
目
ご
も
基
本
的
な
る
も
の
ご
忠
は
れ
る
此
の
部
分
は
、
一
泡
頃
ま
で
殆
八
H

と
版
関
呂
れ
な
か

コ
Z
o

イ

f

只
プ
ラ
ン
ツ
、

シ
ユ
タ
内
ノ
デ
ィ
Y

ガ
ー
が
基
本
形
式
の
数
を
増
加
し
(
司

E
目
的
戸
口
色
ロ

m
p
同
三
百
円
問

E
E
J

-mH問

m
z
ι
2・
司
o
E
E
]♂
出
品
・
]
[
・
H
U
H
4
)

、
叉
メ
ツ
ガ
ー
が
之
れ
に
針
臆
す
る
道
徳
の
区
別
を
指
示
し
た
w

け
で
あ
る

(
7
4
1
N
官
?
の
虫
色

ω
n
E出
y
m
E
E
E品
目
耳
目
】

H
E
ι
q
H凶
p
h
r
ι
2
ι
o
E
R
r
S
E
E
-
5日
=
♂

H
U
阿
可
)
。

粟
仁
滋
に
タ

l
u
y
ド
の
名
も
血
小
げ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
支
の
根
本
的
思
想
に
於
て
甚

r重
要
な
る
彼
の
著
作
「
摸

倣
の
法
則
」
は
、
北
(
の
構
遣
に
於
て
ジ
ム
メ
ル
の
「
枇
合
準
」
に
似
て
居
る
も
の
で
ゐ
る
。
同
書
の
甚
に
意
味
深
き

中
核
は
、
山
県
へ
ら
れ
た
る
模
範
の
吾
人
の
内
心
が
ら
の
悦
潟

(
Z
R
F
E
Z同氏阿凶作∞〈
0
5ニ
ι
2
5
E
B
E
r
m
E
5
)

さ
稿
!
待
ら
れ
る
蕗
の
一
摸
倣
の
積
類
を
研
究
L
、
而
し
て
之
を
服
従
の
主
要
根
祇
ご

L
て
論
述
し
て
居
る
が
、
夫

れ
は
質
に
正
常
な
る
見
解
一
で
あ
る
£
忠
は
れ
る
o

又
タ
1
F
、
ー
は
此
彪
に
右
ψ
態
度

ω
本
質
郎
も
特
殊
な
内
部
的

心
服

ω
一
服
態
を
論
究
す
る
に
常
っ
て
‘
現
象
事
に
近
い
方
法
を
刈
ひ
て
居
る
。
併
し
右
の
重
要
な
る
中
核
は
、

、
ン
ム
メ
戸
の
「
一
枇
曾

mr」
仁
於
け
る
ご
同
じ
く
、
一
方
に
於
て
は
多
数
の
照
史
的
資
例
を
列
出
水
す
る
冗
漫
な
る
議
論
、



議
を
以
て
包
ま
れ
て
居
る
。
グ

又
他
方
に
於

τは
一
の
普
遍
的
成
は
宇
宙
的
事
賞
ご

1
て
の
摸
倣
の
形
而
上
準
的
意
義
に
閲
す
る
、
冗
没
な
る
論

「
枇
合
率
的
方
法
の
諸
規
則
」
の
中
に
、
枇
九
百
的
事
買
の
本

ル
ケ
ム
も
亦
彼
の

質
の
研
究
及
び
其
の
時
限
格
に
起
例
人
的
な
る
性
質
の
確
定
に
於
て
、
余
輩
の
理
論
に
有
盆
な
る
概
念
的
貢
献
を
な

し

τ居
る
c

向
ほ
彼
の
若
「
宗
数
的
生
活
の
一
元
来
的
形
間
」

に
於
て
、
彼
は
袋
倒
的
舞
踏
や
集
閥
的
昂
官
官
向
獄
態
に

於
げ
る
お
誠
朕
態
の
分
析
に
よ
り
て
、
集
闘
志
識
論
に
貴
重
な
る
貢
献
を
な
し
て
居
る
o

但
し
グ
ユ
U
F

ケ
ム
も
此

世
胞
に
矢
技
り
現
象
同
学
的
方
法
に
近
づ
い
て
居
る
。
夏
に
?
ク
グ
戸
ル
の

に
は
殆
ん
ど
全
〈
知
ら
れ
て
居
な
い
が
、
し
か
も
重
要
な
る
一
著
作
で
あ
る
o

此
庭
に
服
従

ω本
質
は
自
己
卑
下

「
枇
曾
心
理
由
市
序
論
」
は
、
満
市
泊
り
由
学
界

の
一
の
特
殊
的
本
能
に
腕
し
て
説
明
せ
ら
れ
、
夫
れ
に
よ
り
て
此
の
問
題
に
閲
す
る
タ
1
F
V
の
枇
合
間
半
的
研
究

は
、
心
理
事
的
方
而
か
ら
舗
は
れ
て
居
品
。
此

ω研
究
以
著
者
に
あ
り
て
は
、
確
か
に
只
彼

ω主
要
目
的
帥
ち
倫

理
的
現
象
の
一
理
論
を
立
て
ん
己
す
る
事
に
封
す
る
、

一
の
補
助
手
段
に
外
な
ら
同
。
(
似
し
其
の
理
論
に
於
て

は
倫
理
的
現
象
は
股
密
に
闇
健
内
に
於
け
る
相
互
作
用
か
ら
引
き
出
吉
れ
て
居
る
C
)

併
L
同
書
全
館
は
同
時
に

形
式
枇
伶
胤
干
の
意
味
に
於
り
る
枇
曾
的
措
干
の
一
片
で
あ
る
。
是
れ
同
書
仁
於
て
は
、

一
定
の
事
貨
は
人
間
の
性
質
か

ら
、
殊
に
自
己
卑
下
及
び
自
己
戚
備
の
本
能
か
ら
、

必
然
的
に
生
起
す
る
相
互
作
用
の
一
列
に
還
元
さ
れ
て
居
る

か
ら
で
あ
る
。
終
り
に
V

オ
ポ
七
十
の
成
先
に
関
す
る
著
作

(
F
2
2
円。。唱。
E
、叶

r
P
2
f
)
が
奉
け
得
ら

れ
る
。
同
書
仁
於

τは
、
様
峨
の
二
つ
の
相
異
な
れ
る
形
式
が
分
析
ち
れ
て
居
芯
が
、
夫
れ
は
本
質
的
に
は
権
力

百E

設

フ
イ
ア
カ
ッ
ト
の
祉
令
革
論

第
十
九
巻

(
静
岡
披

五
九
)

立E

五



論

主主

フ
イ
ア
カ
シ
ト
山
口
社
令
事
諭

第
十
九
容

(
第
四
競

六
O 

五
二
六

配
分
(
冨

R
F
2
1
2
-
E
m
)

の
二
つ
の
基
本
形
式
、
組
合
的
朕
態
Z
支
配
的
朕
悠

(問自。
E
E
R
E沖
-Hnro
ロロ
ι

}
M
O】
『

HimRur釦
hHEnroN戸
Z
Zロ《凶)

に
潤
廃
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
著
者
(
ア
イ
ア
カ
Y

ト
自
身
)
の

「
文
化
援
動

に
於
り
る
恒
定
性
」
を
皐
げ
た
い
。
同
書
仁
於
て
は
一
切
の
文
化
範
域
の
一
の
純
形
式
問
題
、
郎
、
も
文
化
財
の
愛

動
に
於
り
る
相
罰
的
恒
定
牲
が
取
扱
は
れ
、
其
の
説
明
は
文
化
的
統
一
館
内
に
於
け
る
相
互
作
用
の
一
定
の
種
類

に
於
て
求
め
ら
れ
て
居
る
o
此

ω問
題
及
び
其
の
取
扱
は
、
形
式
枇
曾
鳳
干
の
範
域
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
是
れ
雨

者
は
夫
れ
に
関
係
す
る
文
化
財

ω特
殊
内
申
砕
か
ら
、
全
く
切
h
離
吉
れ

τ居
る
か
ら
で
ゐ
る
o

日
右
に
遁
べ
た
る
思
想
及
び
傾
向
ケ
夏
に
展
開
す
る
ご
、
吾
人
は
形
式
枇
曾
間
半
に
於
て
、
任
に
問
題

ω可
な
り

大
な
る
一
部
類
を
、
岐
本
的
に
取
扱
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
先
ヴ
第
一
に
奉
げ
ら
る
可
き
は
、
五
日
人
が
内
部
的
関
係

の
近
い
か
又
は
誌
い

P

に
よ
b
て
匝
別
仁
得
る
廃
の
人
間
的
基
本
開
係

2
5
E
E
R
E己
百
四
回
口

E
E
Z同区
-
E
E
m
)

れの
る研
、究

闘で

事ゐ
国司

1*-英
u 寺
封首 じン)

元人
開問

係霊
長本

台震
吉正
~. f.t. 
EL 共
民情I

二匝1
f!鵠
P田
口 句者ミ。.• 
". 

E 是一
日認
互関
当、係。
E言
s 主
E 、機
ι 矛IJ
E 関
関係
" '<" 

3 旨
T 稀
~ l 
0.. q.号
E ら

宮内酬の}】オ

OHr
笠
宮
ω
)

等
で
あ
る
o

此
の
場
合
に
於
て
最
後
の
二
者
は
、
前
者
仁
於
て
は
椎
カ
が
相
方
か
色
要
求
せ

ら
れ
、
而

L
て
筏
者
に
於
て
は
現
存
す
る
椎
力
の
不
平
等
配
分
が
相
方
に
於
て
是
認
さ
れ
て
居
る
ご
一
首
ふ
駄
に
於

ア
1
ン
ニ
ス
の
大
成
業
は
、
此
蕗
に
外
部
に
於
て
は
分
類

ω
一
層
詳
し
き
展
開
仁

て
、
前
回
別
さ
る
可
き
で
あ
る
。

導
か
れ
、
殊
に
内
部
に
於

τは
事
賓
の
現
象
率
的
利
捉
仁
よ
り
て
大
に
探
め
ら
れ
化
。
目
元
れ
此
虎
で
は
最
後
の
事



賞
、
か
く
て
夏
に
他
の
事
貨
に
還
元
さ
れ
得
な
い
、
随
ふ
て
定
義
さ
れ
得
な
い
で
、
只
飽
験
さ
れ
叉
健
験
に
結
び

附
け
る
ニ
ご
に
よ

h
て
の
み
理
解
さ
れ
得
る
彪
の
事
買
が
、
取
扱
は
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
共
同
幽

韓
関
係

ω特
械
的
結
合
性
は
現
象
率
的
に
把
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
v

が
、
ま
さ
し
〈
夫
れ
吉
岡
伎
に
是
認
関
係
仁

於
げ
る
是
認
或
は
曾
重
の
特
樽
的
関
係

(ιEωhyoNHF乙
月
〈

qrω
一E
Z
ι
2
c
r一
百
三
宮
古
Z
E
2
L
2
〉
n
v
g口
問
)

も
亦
闘
争
関
係
及
び
機
力
関
係
に
於
け
る
結
合
性
の
特
殊
な
棟
穎
も
、
矢
一
張
り
現
象
率
的
に
把
捉
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
蓋
し
闘
争
関
係
及
び
権
力
関
係
に
於
て
も
、
夫
れ
が
此
蕗
に
解
せ
ら
れ
、
叉
概
念
的
に
限
定
さ
れ
る
怠
味
に

て
は
、
同
様
な
結
合
性
の
存
立
し
て
居
る
一
』
さ
が
、
分
析
に
よ
h
て
明
か
に
さ
れ
る
か
ら
で
め
る
。
此
蕗
で
は
右

の
両
者
は
軍
な
る
暴
力
関
係

(
o
z
p与
め
の
め

ご
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
暴
力
関
係
は

般
に
祉
曾
外
的
関
係
で
あ
る
o

是
れ
相
互
作
用
の
存
在
、
的
も
内
部
的
(
心
理
的
或
は
精
跡
的
)
闘
係
の
存
在
は
、

耽
曾
ゆ
本
質
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
純
暴
力
関
係
は
只
歴
史
的
生
活
に
於
け
る
例
外
的
及
び
限
界
的
場
合
言
し

て
現
は
れ
る
だ
け
で
あ
る
o

順
常
的
に
は
闘
守
関
係
及
び
椴
力
関
係
は
規
制
さ
れ
て
居
る
。
却
も
闘
守
も
亦
権
力

行
使
も
共
に
、

一
定
の
倫
理
的
規
範
に
よ
り
て
拘
束
さ
れ

τ居
る
。
而

L
t北
九
雄
一
寸
の
規
範
は
仮
令
何
庭
仁
、
も
事
質

上
従
は
れ

τ居
な
い
時
で
も
、
内
部
的
に
は
是
認
さ
れ
て
居
る
の
で
、
此
〈
て
右
の
雨
関
係
は
是
認
関
係
正
密
接

に
結
び
附
い
て
居
る
の
で
あ
る
o

此
慮
に
述
べ
し
基
本
的
関
係
の
分
純
金
摺
が
如
何
に
根
本
的
重
要
を
有
す
る
か

は
、
之
を
倫
理
曲
学
に
於

τ適
用
せ
ん
己
す
る
皮
想
的
な
企
だ
て
に
於
て
院
に
一
市
さ
れ
て
居
る
。
既
に
さ
き
じ
述
べ

論

議

ア
イ
ア
力
ン
ト
の
肱
命
阜
論

第
十
九
谷

(
第
四
腕

/、

) 

五

七



論

d痛

め占

ア
イ
ア
カ
シ
ト
の
祉
脅
問
中
諭

第
十
九
巻

(
第
四
税

r、
) 

五

ノ、

し
事
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
〈
、
特
殊
な
闘
守
道
徳
が
-
弁
企

L
、
又
同
様
に
特
殊
な
権
力
道
徳
も
存
在
す
る
。
而
し

て
他
方
に
於
て
は
同
様
に
共
同
関
税
道
徳
及
び
是
認
道
徳
が
存
在
す
る
o

現
在
行
は
れ
て
肘
る
道
徳
に
於
り
る
差

異
の
大
部
分
は
、
つ
ま
り
其
等
の
諸
道
徳
は
異
な
れ
る
某
本
的
関
係
に
結
び
附
い
て
居
る
ご
云
ム
-
」
ご
か
ら
生

ι

て
居
る
の
で
あ
る
o

併
し
穂
々
な
る
哲
山
中
的
大
館
系
及
び
世
界
観
に
於
て
も
亦
、
基
本
的
関
係
の
何
れ
か
い
γ

枝
本

的
に
重
大
な
毛
勢
力
を
振
ふ
て
居
る
の
例
へ
ば
慕
督
教
の
教
義
に
於
て
は
、
共
同
副
耀
関
係
、

カ

Y

ト
に
於
て
は

是
認
関
係
・

-71
チ
エ
に
於
て
は
闘
守
関
係
及
び
様
力
関
係
が
、
根
本
的
に
重
大
な
る
勢
力
を
振
ふ
て
居
る
が
如

〈
で
あ
る
。

}
y
n

ト

祉
曾
的
閥
係
の
第
二
の
根
本
的
分
類
は
、
機
カ
の
配
分
に
闘
し
て
立
て
ら
れ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
楳
カ
、
詳
し
〈

五
へ
ば
優
越
権
力

(
d
r
2
5
2
5

が
一
般
に
現
存
す
る
や
否
や
に
よ
り
て
立
て
ら
れ
る
。
而

L
て
此
の
鮎
に
閲

(止

E
C
2
2
2
F
o
z
z
p
m
gロ
mnpcu間
口

ωnrtH-r『
g
E
H
ι
F
2
7

ω
n
z
g
n
r
g
〈
2
F出
E
E
E】
)
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
歴
史
的
に
考
ふ
れ
ば
支
配
的
関
係
は
、
吾
人
が
闘
中
部

L
て
、
組
令
的
関
係
ご
支
配
的
関
係
己
の
民
別

主
五
ム
語
を
普
通
の
用
法
に
従
ム
て
狭
義
に
併
し
、

か
〈
T
剛
家
ご
は
所
説
階
級
図
家
を
意
味
す
る
も
の
Z
解
す

る
以
上
、
凶
家
の
階
段
に
相
応
す
る
。
之
れ
に
反
し

τ同
家
の
階
段
以
前
の
よ
ム
リ
低
い
階
段
に
於
て
は
、
政
治
的

生
活
は
組
合
的
形
式
の
下
に
行
な
は
れ
て
居
る
。

か
く
て
進
化
史
的
に
考
ふ
れ
ば
、
椛
力
関
係
は
人
類
進
化
の
後

の
階
段
に
於
て
始
め
て
現
は
れ
る
の
で
、
而
[
て
同
校
な
鋲
阿
は
制
限
さ
れ
た
意
味
で
闘
争
関
係
に
於
て
も
、
真



に
一
一
府
制
限
さ
れ
た
意
味
で
是
認
関
係
に
於
て
も
認
め
ら
れ
る
o

府
間
ほ
此
の
費
生
的
順
序
は
同
時
に
一
の
組
織
的

意
味
を
有
す
る

Q

郎
ち
是
認
関
係
の
本
質
か
ら
し
て
、
夫
れ
凶
碇
も
に
一
の
共
同
閉
館
関
係

ω存
在
を
前
定
し
、

殊
に
之
を
夫
れ
自
身
の
中
に
暗
に
合
ん
で
居
る
ニ
ご
が
競
示
さ
れ
る
。
而
し
て
夫
れ
に
相
臨
時

τ
る
マ
}
己
が
叉
闘
争

関
係
及
び
樵
力
関
係
に
就
て
も
認
め
ち
れ
ゐ
o
互
に
枇
合
生
活
の
歴
史
的
形
成
に
於
て
は
、
右
の
こ
う
の
分
類
が

相
互
に
交
叉
す
る
o

例
へ
ば
家
長
的
関
係
に
於

τは
、
一
方
に
於
て
は
不
平
等
な
る
鱗
カ
配
分
が
行
な
は
れ
て
居

る
が
、
他
み
に
於
て
は
夫
れ
は
根
本
的
調
子
に
於
て
一
の
共
同
閣
館
関
係
に
し
て
、
郎
ち
権
力
行
使
は
慣
習
及
び

道
徳
の
支
配
の
下
に
立
ち
、
而
し
て
突
の
権
力
基
礎
を
勤
務
せ

L
め
ん
芭
す
る
総
て
ぬ
企
に
て
に
封
じ
て
、
嘉
門
ι

闘
争
開
係
が
存
立
す
る
o

出
阿
ほ
第
一
に
匝
別
3
れ
た
基
本
関
係
は
決
し
て
其
の
純
粋
な
る
形
式
に
於

τ現
は
れ
る

こ
ご
な
く
、
主
主
し
て
混
合
形
式
に
於
て
現
は
れ
る
。
か
く
て
国
家
は
外
部
に
山
到
し
で
は
一
の
陣
力
関
係
(
時
三

L
て
は
又
闘
争
関
係
及
び
暴
力
関
係
)
を
意
味
し
、
内
部
に
於
て
は
、
階
級
閲
係
が
貫
一
要
ご
な
る
以
上
は
、
矢
張

b
一
の
権
力
関
係
及
び
闘
争
関
係
争
」
意
味
し
、
而
し
て
其
の
他
の
場
令
に
於
て
は
主
ご
し
て
一
の
権
利
関
係
及
び

一
部
分
一
の
共
同
悶
静
岡
係
を
意
味
す
る
。

却
設
上
に
遁
ぺ
し
二
積
の
分
類
は
、
一
位
曾
形
式

ω率
的
意
味
に
於

τ巌
密
な
る
一
の
組
織
論
、
郎
も
思
惟
が
夫

れ
以
上
に
分
解
す
る
こ
E
の
出
家
な
い
、
随
ふ
て
其
の
出
品
担
問
ご
な
さ
ね
は
な
ら
な
い
最
後
の
成
分
に
於
げ
る
一

の
分
類
を
興
へ
ん
三
す
る
も
り
で
あ
る
。
此
鹿
に
再
人
は
枇
命
的
生
活

ω原
本
現
象
に
到
達
す
る
。
而
し

τ夫
れ

前

設

フ
イ
ア
カ
シ
ト
目
批
脅
且
午
前

品
十
九
巻

(
第
四
杭

六

) 

E 
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論

讃

ア
イ
ア
カ

y
ト
の
世
品
也
事
論

第
十
九
巻

(
第
四
挽

ハ
四
)

五

O 

は
概
念
的
認
識
に
よ

b
τ
把
誕
百
れ
る
よ
り
は
、
寧
ろ
内
的
直
観
に
よ
か
て
把
捉
古
る
可
き
で
あ
る
。
か
〈
て
余

輩
の
分
類
の
根
祇
に
存
す
る
概
念
は
組
織
的
概
念
に
し
て
、
夫
れ
は
同
時
に
叉
最
後
の
組
織
的
概
念
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
o

而
し
て
此
等
の
組
織
的
概
念
か
ら
家
族
、
索
娠
、
閥
家
其
他
の
人
間
国
憾
の
歴
史
的
概
念
が
匝
別

き
る
可
き
で
ゐ
る
。

h
r
〈
て
さ
き
に
述
べ
し
如
〈
、
岡
家
の
如
、
河
一
歴
史
的
構
成
物
に
あ
り
て
は
、
積
・
平
な
る
基
本

形
式
が
相
結
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
又
法
律
或
は
権
利
は
是
認
関
係
の
一
の
歴
史
的
形
式
一
で
あ
る
。
而
し
て
吾

人
が
人
銭
的
に
右
の
二
つ
の
概
念
部
頬
合
、
注
意
深
く
区
別
す
る
こ
ご
を
準
ん
に
時
に
は
、
夫
れ
は
枇
曾
山
中
の
研

究
上
一
大
進
歩
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
。

hr
〈
て
例
へ
ば
大
衆
或
は
群
集
(
冨
包
括
)
ご
云
ム
語
は
、

一
見
す
れ
ば

一
の
組
織
的
概
念
で
あ
る
が
如
〈
に
思
は
れ
る
が
併
し
詳
し
〈
考
察
す
る
ご
、
此
庭
に
吾
人
は
一
般
に
一
の
歴
史

的
概
念
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
却
も
偉
設
を
有
せ
示
、
様
式
を
有
せ
示
、
随
ム
て
深
い
結
合
を
な
吉
十
L

て
存
立

L
、
比
較
的
に
強
〈
偶
然
的
影
響
に
支
配
き
れ
る
一
の
人
民
国
慢
の
概
念
で
あ
る
o

又
将
来
に
於
て
は
、

人
々
が
例
へ
ば
権
力
の
本
質
を
岡
家
に
よ
り
て
説
明
せ
ん
ご
す
る
が
如
き
こ
ご
は
、
最
早
起
り
得
な
い
ー
で
あ
ら

ぅ
。
是
れ
監
史
的
概
念
に
よ
り
て
組
織
的
概
念
を
説
明
せ
ん
ゴ
す
る
は
、
順
序
の
顛
倒
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

吾
人
は
更
に
集
園
生
活
り
事
宮
に
閲
す
る
問
題
の
一
部
類
が
成
立
す

ιを
見
る
。
夫
れ
は
全
髄
意
識
、
会
館
意

志
其
他
類
似
の
事
震
に
関
す
る
問
題

ω
一
部
類
で
あ
る
。
此
庭
に
も
亦
五
回
人
は
五
ロ
人
自
身
の
飽
験
を
考
へ
る
こ
ご

邸
も
現
象
準
的
考
察
じ
よ
り

t
、
紳
秘
主
義
の
危
険
を
避
け
る
の
で
あ
る
の
此
の
考
察
は
我
意
識
Z
同
様
に
、
並
(



同
生
活

ω奴
態
に
於
て
穂
駿
き
れ
る
我
等
意
識
(
ぎ

5
2
5苦
氏
ロ
)
の
存
在
す
る
こ
ご
を
一
市
す
。

古
れ
ば
会
題
意

士
山
或
は
杢
樫
意
見
は
会
〈
現
質
的
な
る
或
物
、
的
ち
一
の
共
同
生
活
に
参
加
す
る
総
て
の
人
々
の
一
の
統
一
的
憧

験
で
あ
る
。
但

L
夫
れ
が
統
一
的
懐
験
で
あ
る
正
一
五
ふ
は
、
是
れ
此
虚
に
佃
人
鵠
験
は
因
果
的
に
、
即
も
相
互
作

用
に
よ
り
て
結
び
附
け
ら
れ
て
居
る
炉
ら
で
あ
る
。
併
し
人
々
は
此
等
の
集
倒
的
鱒
駿
の
意
義
を
看
過
し
易
レ
。

是
れ
吾
人
は
心
理
的
生
活
に
於
げ
る
表
面
t
裏
面
ご
を
区
別
す
る
に
充
分
慣
れ
て
居
な
い
か
ら
で
あ
り
、
叉
重
要

視
さ
れ
す
注
意
き
れ
な
い
心
理
的
内
案
、
潜
在
的
見
地
及
び
準
備
を
あ
ま
り
に
軽
視
す
る
か
ら
で
あ
る
o

例
へ
ば

一
切
の
道
徳
は
一
の
全
般
意
志
に
基
づ
い
て
居
る
ご
一
五
よ
こ
古
は
、
会
(
正
賞
で
あ
る
。
併
し
此
の
場
合
に
会
健

意
志
は
、
夫
れ
が
依
1
以
て
一
般
的
憤
怒
及
び
非
難
芭

L
て
、
叉
事
情
に
感
じ
て
防
禦
の
一
傾
向
ご
し
て
現
は
れ
る

違
法
行
錦
、
侵
害
、
胃
潰
な
ぞ
が
起
ら
な
い
以
上
は
、
会
〈
潜
在
的
仁
存
立
す
る
仁
止
ま
る
o

此
等
の
集
図
現
象

の
重
大
な
る
意
義
は
、
夫
れ
は
行
動
及
び
思
考
の
大
方
針
を
根
本
的
に
決
定
す
る
己
一
去
ム
こ
芭
で
あ
る
。
但
し
忠

考
及
び
行
動

ω具
慢
的
内
容
は
個
人
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
共
の
具
鶴
的
内
容
が
意
識
の
表
面
に
現
は

れ
て
居
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
大
れ
は
唯
一
の
内
容
さ
見
倣
さ
れ
易
ハ
ー
の
で
あ
る
。

更
に
人
間
の
枇
曾
的
本
能
論
は
一
耽
合
撃
の
一
章
を
成
す
o

是
れ
確
か
に
心
理
問
品
千
百
枇
曾
向
学
記
の
限
界
に
あ
る
一

章
で
あ
る
が
、
し
か
も
少
な
〈
ご
も
今
日
の
紋
態
に
あ

h
て
は
、
矢
張
り
一
枇
舎
内
「
の
論
究
の
中
に
入
L

リ
込
む
の
で

ゐ
る
。
而
し
て
此
の
章
の
謝
象
は
、
例
へ
は
闘
守
本
能
、
保
護
及
び
養
育
本
能
、
模
倣
、
共
鳴
等
の
如
き
も

ω
で

論

議

フ
イ
ア
力
ン
ト
の
枇
合
同
中
諭

第
十
丸
谷

(
第
四
就

六
五
)

五=一-



愉

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
白
批
脅
血
午
前

第
十
九
各

(
第
四
時
制

六
六
}

五

あ
る
。
此
の
章
に
於
て
最
古
も
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
も
の
は
、
恐
ら
〈
は
マ
ク
グ

1
ガ
F

の
後
見
せ
る
服
従

本
能
の
研
究
で
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
c

此
の
本
能
の
現
象
率
的
分
析
は
、
異
質
な
る
従
順
ご
は
指
導
者
の
人
格
或
は

様
戚
に
自
由
仁
服
従
し
、
内
心
か
ら
蹄
依
す
る
一
の
態
度
で
あ
る
事
を
示
す
。
而
し
て
此
の
自
由
な
服
従
及
び
内

心
か
ら

ω鯖
依
は
、

一
定
の
行
動
の
根
一
冗
さ
な
る
恐
怖
及
び
外
部
的
順
膝
ぜ
は
、
深
〈
相
異
な
れ
る
も
の
で
あ
る

-
-
Z
が
覚
ら
れ
る
。

一
は
枇
曾
的
現
象
ご
し
て
、
他
は
祉
曾
外
的
現
象
Z
L
て
、
相
謝
立
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ

服
従
は
一
の
内
部
的
拘
束
μ

仁
基
因
す
る
が
、
羽
山
怖
的
態
度
及
び
外
部
的
順
臆
は
、
五
日
人
が
人
間
外
的
事
物
に
封
し

て
行
な
ふ
が
如
-3
、

一
の
純
外
部
的
施
合
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

宿
の
函
別
仁
よ
り
て
吾
人
は
一
奥
仁
、
甚
ピ
重
要
な
る
一
問
題
に
鯛
れ
て
く
る
。
余
輩

ω一
五
ム
意
味
で
は
共
の
中

仁
何
等
の
心
理
的
カ
も
働
い
て
居
な
い
以
上
、
的
も
相
互
作
用
が
行
な
は
れ
て
居
な
い
以
上
、
枇
曾
外
的
現
象
で

あ
る
諸
事
貨
の
一
刻
、
例
へ
ば
経
糖
生
活
に
於
け
る
債
格
規
制
や
傭
主
ご
傭
人
正
の
関
係
の
如
き
も
の
が
、

f波

の
用
語
憤
加
世
田
に
於

τは
吐
曾
的
生
活
に
属
す
る
=
し

τ取
扱
は
れ
1
居
る
o

而
し

τ園
鶴
生
活
の
統

一
的
犯
梶

が
、
現
存
す
る
因
果
的
結
令
の
理
一
向
に
依
て
余
読
が
般
格
な
意
味
に

τ祉
曾
的
Z
稀
す
る
現
象
の
限
界
に
止
ま
り

得
な
い
以
上
、
石
の
用
語
憤
綱
自
は
全
然
正
蛍
で
ゐ
る
。

さ
は
れ
余
輩
の
如
〈
殿
密
な
る
意
味
に
枇
曾
的
現
象
を
解

す
る
に
於
て
は
、
形
式
枇
曾
由
宇
は
賞
際
上
岡
館
生
活
の
一
切
の
現
象
を
取
扱
ふ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
其
の
事

夫
れ
自
身
は
決
し
て
形
式
一
肱
曾
皐
仁
劃
す
る
何
等
の
非
難
或
は
友
樹
を
も
意
味
し
な
い
。
夫
れ
自
身
に
於
て
統
一



的
に
相
結
合
す
る
生
活
の
諸
事
賞
が
、
一
般
に
碍
々
な
る
率
問
に
配
分
さ
れ
て
居
る
の
で
、
一
の
曲
学
問
が
生
活
の

熔
髄
を
潟
Z
ん
と
す
る
念
を
全
然
放
棄
す
る
は
、
不
可
避
的
な
一
品
質
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
此
蕗
に
吾
人
は
枇
曾

間
半
り
他
の
方
針
、
即
ち
歴
史
哲
率
的
百
科
全
書
的
方
針
は
ま
さ
し
く
刑
合
的
事
物
の
会
鵠
を
組
合
の
作
用
に
よ
h

て
把
捉
せ
ん
ご
す
る
も
の
な
る
を
憶
ひ
起
す
o

併
し
芙
の
目
的
が
準
的
{
疲
値
ゐ
る
仕
方
で
現
貫
仁
成
就
き
れ
る

や
否
や
は
疑
問
で
ゐ
る
。
備
は
恨
A
T
並
(
の
目
的
が
成
就
雪
れ
る
も
の
ご
し
て
も
、
夫
れ
が
斜
め
に
形
式
的
方
針
は

無
償
値
で
あ
る
己
推
断
苫
れ
な
い
で
ゐ
ら
う
。
是
れ
形
式
枇
曾
閉
山
干
の
偏
局
性
は
向
学
問
一
般
の
普
通
の
偏
局
性
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
人
若
し
夫
れ
が
潟
め
に
形
式
枇
曾
事
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、
同
一
の
権
利
を
以
て
心
理
問
中
に
封

し
て
も
、
心
理
皐
は
人
聞
の
心
理
的
物
質
的
統
一
を
無
理
に
切
断
し
、
而
し
て
心
理
的
生
活
が
其
の
有
機
的
基
礎

に
依
存
す
る
こ

F
T無
制
す
る
さ
云
ム
非
難
を
、
加
へ
得
る
で
あ
ら
う
。

き
は
れ
此
彪
に
恐
ら
(
は
、
解
決
を
待

つ
一
定
の
問
題
、
及
び
夫
れ
ご
共
に
克
じ
進
ん
で
行
は
る
可
決

C

研
究
の
出
費
貼
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。

間
棟
内
の
相
互
作
用
は
、
此
の
章
に
於
て
は
段
後
の
遇
税
に
還
元
さ
れ
、
又
夫
れ
に
よ

h
て
分
析
さ
れ
る
o

而

し
て
英
等
の
過
程
或
は
勢
力
は
五
口
人
の
金
態
度
の
上
に
最
ご
も
強
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
ご
は
云
へ
、
し
か
も
主

Z
し
て
注
意
さ
れ
十
に
叉
は
無
意
識
的
に
行
な
は
れ
る
ご
云
ふ
こ
正
は
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。
各
人
は
彼
の
環
境

ご
接
鯛
し
て
生
活
し
、
而
し
て
其
の
接
鮒
は
一
定
の
態
度
或
は
行
動
り
仕
方
へ
の
其
の
環
境
内
意
向
及
び
準
備
仁

就
て
彼
を
躍
ら
せ
、
メ
彼
は
共
の
環
境
に
拠
到
し
て
態
度
の
如
何
な
る
可
能
性
を
有
す
る
か
を
、
彼
に
指
示
す
る
も

の
で
あ
る
。
併
し
総
て
業
等
の
事
は
全
然
意
識
心
裏
面
に
於
て
行
な
は
れ
、

L
か
も
彼
の
態
度
の
会
館
を
決
定
す

前

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
の
舵
合
早
論

第
十
九
巻

(
第
四
就

J

ハ
七
}

宜
三
三
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li 

四

る
の
で
ゐ
る
。
協
働
の
総
て
の
積
類
に
謝
し
て
、

一
切
の
影
響
に
劃
し
て
、
総
て
の
権
力
推
移
及
び
権
力
形
成
に

謝
し
て
、
最
ご
も
深
レ
原
因
は
右
の
如
き
接
鰯
に
於
て
存
す
る
o

さ
れ
ば
枇
舎
的
均
衡
及
び
芸
の
推
移
は
全
然
或

は
主
古
し
て
無
意
識
的
諸
勢
力
仁
基
凶
す
る
の
で
あ
る
o

3
上
に
謹
べ
来
り
し
事
に
よ
り
て
、
形
式
枇
曾
臥
干
の
方
法
仁
閲
す
る
或
物
が
既
に
推
察
苫
れ
る
。
方
法
に
於

て
、
形
式
耐
曾
亭
ご
歴
史
哲
率
的
百
科
全
書
的
批
合
間
平
ご
の
決
定
的
な
重
大
な
差
異
が
一
市
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
事
は
、
吾
人
が
先
づ
分
析
己
総
合
吉
の
協
働
を
考
へ
る
時
に
、
阪
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
総
合
の

カ
に
於

τは
、
形
式
的
方
針
は
歴
史
哲
準
的
方
針
に
劣
る
。
併
し
分
析
の
カ
に
於
て
は
、
夫
れ
は
歴
史
哲
向
学
的
方

針
に
迄
か
に
勝
る
。
而
し
て
後
の
貼
は
決
定
的
で
あ
る
o

是
れ
分
析
は
一
般
に
、
近
世
科
間
半
が
依
て
以
て
事
物
の

奥
底
に
入
り
込
h
u
道
具
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
近
世
に
於
り
る
自
然
科
些
殊
に
力
撃
の
大
部
国
民
を
考
ヘ
て
見
ょ
。

総
合
の
力
に
於
て
は
、
古
代
希
臓
哲
向
学
者
は
ガ
リ
ラ
イ
及
び
彼
の
級
織
者
に
決
し
て
劣
っ
て
居
な
い
l
o
併
し
古
代

希
磁
哲
風
干
に
繰
り
て
居
て
、
而
し
て
自
然
研
究
を
し
て
其
の
成
業
を
始
め
て
可
能
な
ら

L
め
ロ
る
も
の
は
、
買
に

観
察
正
一
純
思
推
、
先
験
的
な
る
も
の
ご
経
験
ご
が
相
結
合
さ
れ
、
而
し
て
最
殺
の
、
夫
れ
以
上
に
還
元
さ
れ
雛
き

或
は
設
明
さ
れ
難
き
事
賞
及
び
関
係
に
進
入
す
る
慮
の
、
主
(
の
徹
底
的
分
析
で
あ
る
。
か
、
る
分
析
は
只
一
の
方

針
を
ご
り
得
る
だ
け
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
方
針
ご
云
ふ
は
郎
t
:
少
な
く
も
始
め
に
は
杢
〈
歴
史
的
枇
品
目
的
生

活
の
杢
鰭
的
把
捉
を
奥
へ
ん
Z
は
[
な
い
で
、
又
歴
史
的
批
合
的
生
活

ω如
何
な
る
法
則
を
も
確
立
せ
ん
ピ
は
し

な
い
で
、
叉
側
別
諸
科
懇
の
結
果
h
z
総
令
せ
ん
正
は
し
な
い
で
、
少
な
く
も
先
づ
第
一
に
は
、

一
切
の
精
紳
科
卒



的
研
究
仁
於
T
基
本
概
念
ご
し
て
周
ひ
ら
れ
る
概
念
及
び
類
型
の
一
列
を
、
純
粋
に
明
断
に
作
ち
上
げ
ん
ざ
す
る

も

ωで
あ
る
。

形
式
一
耽
曾
問
中
の
方
針
が
最
後
の
事
買
に
ま
で
進
入

L
得
る
の

u、
先
づ
第
一
に
夫
れ
は
車
に
経
験
か
ら
普
遍
化

或
は
概
括
せ
ん
ご
す
る
に
け
で
な
〈
、
夏
に
一
帯
資
り
一
列
を
先
験
的
に
確
定

L
得
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

夫
れ
は
雷
に
騎
納
的
に
準
り
だ
け
で
な
〈
、
克
仁
又
一
府
高
い
度
合
に
於
て
、
現
象
明
学
的
に
準
ひ
か
ら
で
あ
る
。

枇
合
生
活
の
鹿
本
的
事
賞
は
‘
五
回
人
は
総
て
五
日
人
の
本
性
上
枇
曾
生
活
の
真
中
に
立
つ
も
の
な
る
が
伎
に
、
吾
人

総
て
に
直
按
に
、
時
験
に
於
て
随
ふ
て
内
部
的
終
験
に
於
て
典
へ
も
れ
て
居
る
。
既
に
奮
研
究
(
歴
史
哲
準
的
百

科
全
書
的
研
究
)
も
明
か
に
は
意
識
せ
守
、
随
ふ
て
計
需
的
仁
は
利
用
し
て
居
な
い
が
、
併
し
確
か
に
一
部
分
右

の
道
を
歩
ん
で
居
た
。
し
か
も
此
の
方
法
の
意
識
的
及
び
計
者
的
運
用
は
、
現
象
事

ω
後
見
及
ぴ
馳
眠
法
に
よ
り
て

始
時
て
新
た
に
一
般
的
に
可
能
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
現
象
準
的
方
法
ど
相
並
ん
で
、
組
織
的
基
本

事
資
及
び
類
刑
王
の
隆
史
的
形
成
が
取
扱
は
れ
る
何
慮
に
於
て
も
、
蹄
納
法
が
白
か
ら
有
効
に
運
用
3
れ
る
の
で
あ

る。
先
喰
的
考
察
法
ご
分
析
の
力
ご
は
甚
だ
密
接
に
結
合
す
る
。
而
し
で
か
く
の
如
き
形
に
於
て
規
定
3
れ
セ
る
方

法
が
、
如
何
に
根
本
的
に
重
要
で
ゐ
h
得
る
か
を
、
余
輩
は
此
慮
に
夏
に
も
一
度
指
示
し
て
置
き
た
い
。
夫
れ
問
中

は
経
験

ω
一
累
積
ょ
の
も
以
上
ハ
り
も
の
で
ゐ
る
o

決
し
て
只
熱
心
な
腕
祭
さ
蒐
集
ご
に
よ
り

τ
の
み
、
新
力
向
学
兵

ぴ
自
然
研
究
が
一
般
に
形
成
3
れ
た
の
で
は
な
い
。
而
し
て
第
十
七
世
紀
及
び
第
十
八
世
紀
に
於

τ建
設
き
れ
た

面首
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力
撃
は
、

一
切
の
自
然
科
風
干
の
基
礎
ご
な
っ
た
。
批
曾
血
干
の
友
人
及
び
蹄
依
者
は
屡
々
一
肱
曾
準
か
ら
同
様
な
作
業

を
期
待
し
た
。

き
れ
ば
枇
舎
前
半
は
叉
芙
の
一
般
的
方
法
に
於
て
、
カ
閉
山
干
に
従
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
な
い
か
。
而

し
て
此
の
作
業
は
、
お
し
夫
れ
が
一
般
的
に
可
能
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
吾
人
が
草
な
る
蒐
集
及
び
比
較
を

以
て
も
、
亦
概
括
、
師
納
及
び
縫
合
の
方
法
を
以
て
も
満
足
し
な
い
w

時
仁
の
み
、
可
能
で
ゐ
る
り
で
な
い
か
。

却

設

フ

イ

ア

カ

Y

F
氏
は
以
上
越
べ
来
み
り
し
論
文
「
形
式
枇
曾
印
刷
干
の
考
案
」

に
於
て
、
同
氏
の
粧
曾
問
中
論
を
大

鱒
上
完
成
3
れ
た
の
で
、

hr
〈
て
千
九
百
二
十
一
一
一
年
に
「
枇
曾
皐
」
(
の
白
河
口
切
の

E
沖
巴
匹
目

Z
E目
見
七
回
。
巴
巾
目
。

ι
2

出口。宮司}】同

R
r
g
p
N
E
G
r
-
H
U
N
M
)
を
公
に
し
、
右
の
考
案
に
従
ふ
て
壮
命
日
皐
を
組
織
的
に
論
過
き
れ
た
。
而

し
て
同
宝
一
日
は
ロ
ツ
ス
氏
の
「
枇
世
田
島
T

原
理
」
(
問
。
臣
、

E
E
1
2
0「
m
R一
色
認
可
'
G
8
)
や
パ

1
ク
及
び
バ

1
ぜ
見

岡
氏
の
「
枇
ん
叩
口
亭
概
論
」
(
司
色
町

Eι
出
口
内
向
日

P
Hロ可
O
E
n
z
g
H。
岳

O
山口

2
2
。
「
由
。
己
o-認可・

6
E
)
に
次
で

現
は
れ
た
形
式
刷
曾
準
上
或
は
純
正
枇
品
目
率
上
の
晩
近
の
好
著
作
で
ゐ
る
。
吾
人
は
問
書
に
よ
り

τ
フ
イ
カ
ア
ン

ト
氏
の
祉
合
同
学
論
が
、
賞
質
的
に
如
何
な
る
賞
を
結
ん
だ
か
を
撃
ぷ
こ
さ
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

而
L
て
余
は
之

を
余
の
純
正
祉
曾
航
中
の
内
容
己
比
慌
し
て
非
常
に
興
味
を
感
じ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
事
に
就
い
て
は
や
が

て
会
に
す
る
余
の

「
純
正
枇
合
間
半
」
中
に
詳
し
〈
論
述
す
る
こ
ご
、
し
、
此
慮
に
は
次
節
に
於
て
只
同
書
の
緒
言

及
び
序
論
中
に
遇
べ
ら
れ
て
居
る
同
氏
の
枇
曾
皐
論
に
就
て
、
術
ほ
少
し
く
述
、
へ
る
に
け
に
止
め
る
。
但
し
右
の

枇
曾
皐
論
は
同
氏
の
最
ず
じ
る
も
国
熟
せ
る
一
肱
曾
血
「
論
を
簡
明
に
論
述
し
た
る
も
の
Z
し
て
、
特
に
注
意
す
可
き
も
の

ご
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
O

(

未
さ


